
金
網
集
抄
出
の
当
体
義
抄
に
つ
い
て

中

｛~ 

廃

秀

付

は
じ
め
に

日
向
〈
一
二
五
三

i
一
コ
二
四
〉
が
宗
祖
の
法
門
を
記
述
し
た
と
い
わ
れ
る
金
網
集
に
は
、
宗
机
の
遺
文
と
共
通
す
る
文
が
か
な
り
散

見
さ
れ
勺
主
た
る
も
の
を
挙
げ
る
と
、
例
え
ば
『
法
華
真
言
勝
劣
事
』
及
び
『
真
言
見
聞
』
が
金
網
集
の
「
真
言
宗
見
的
と
、
『
本

門
戒
体
抄
』
が
金
綱
集
の
「
小
乗
三
宗
見
酌
と
、
全
面
的
に
共
通
す
る
o
そ
し
て
、
こ
れ
ら
三
遺
文
は
親
撰
で
は
な
く
、
金
綱
集
を
底
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本
と
し
て
作
成
さ
れ
た
遺
文
で
あ
る
、
と
見
な
し
て
良
い
。
そ
の
他
、
類
似
乃
至
一
部
分
共
通
の
も
の
は
数
多
く
あ
り
、
宗
祖
滅
後
の
上

代
に
は
金
綱
集
と
基
盤
を
共
通
す
る
典
籍
が
数
点
あ
勺

さ
て
、

『
日
蓮
宗
々
学
全
書
』

（
第
一
三
・
一
四
巻
〉
所
収
の
金
網
集
全
十
四
帖
を
通
観
し
て
喫
驚
す
る
こ
と
は
、
日
蓮
教
学
で
は
一

般
に
最
澄
が
尊
重
活
用
し
た
真
如
随
縁
論
、
及
び
中
古
天
台
式
の
当
体
蓮
華
の
法
門
は
な
い
、
と
踏
ん
で
い
る
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第

七
の
「
禅
見
聞
」
の
《
禅
宗
理
体
事
》
中
の
末
に
〈
当
体
蓮
華
事
〉
が
、
第
十
三
の
付
録
の
「
理
具
之
事
」
中
に
八
随
縁
真
如
不
変
真
如

事
〉
の
項
が
た
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
勺
な
お
真
如
随
縁
論
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
長
の
浅
井
円
道
博

土
が
「
宗
祖
に
お
け
る
観
念
論
打
破
の
思
想
」

ハ
一
五
一

i
二
ハ
六
頁
『
日
蓮
教
学
の
諸
問
題
』
所
収
〉
中
に
詳
述
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の

で
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
す
る
。
よ
っ
て
、

今
は
金
綱
集
〈
当
体
蓮
華
事
〉
抄
出
で
、

中
古
天
台
式
の
当
体
蓮
華
の
法
門
を
説

金
網
集
抄
出
の
当
体
義
抄
に
つ
い
て
（
中
傑
〉



金
網
集
抄
出
の
当
体
義
抄
に
つ
い
て
ハ
中
傑
〉

き
、
古
来
か
ら
真
偽
に
器
諜
の
あ
る
最
蓮
房
あ
て
御
脅
十
二
鏑
の
一
つ
で
あ
る
『
当
体
義
抄
』
に
つ
い
て
、

ω金
網
集
と
の
共
通
部
分
、

ω引
用
経
論
釈
の
問
題
、
の
二
点
に
つ
い
て
少
し
く
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

。
金
網
集
の
「
禅
見
聞
」
と
『
当
体
義
抄
』

－
｜
「
禅
見
聞
」
の
内
容
項
目

l
l

身
延
四
世
田
善
三
一
七
五

i
三
一
四
六
〉
の
告
な
る
金
網
集
第
七
「
禅
見
聞
」
の
内
容
項
目

2
2
3
2
2

表
〈
I〉

ハ
宗
全
一
四
巻
の
頁
数
〉

第
七
巻

禅
見
聞

ー
、
祖
師
事

二
八
九
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2
、
禅
宗
立
三
種
十
種
禅
事

二
八
九

付

法
蔵
人
之
事

二
九
O

止
観

壇
経

血
脈
譜

3
、
二
十
八
祖
付
法
之
会
通
並
重
難
事

二
九
二

4
、
禅
宗
名
字
事

二
九
三

5
、
破
教
外
別
伝
事

二
九
四

付

宗
門
高
祖
達
磨
専
経
事

6
、
無
説
不
説
一
字
事

二
九
八



7
、
禅
祖
師
煩
筆
等
事

8
、
南
北
二
種
禅
事

9
、
六
塵
等
経
事

m、
禅
宗
理
体
事

釈
論
真
如
平
等
之
権
説
禅
徒
偏
執
事

付

釈
論
偽
論
事

広
示
＝
理
具
観
法
－
破
＝
但
観
無
教
偏
空
断

無
邪
執

玄
義
大
綱

境
智
行
三
妙
事

付

華
厳
真
言
等
盗
天
台
一
念
三

千
事

聖
密
房
抄

以
－
一
有
相
即
無
相
－
破
－
－
但
観
無
教
－

観
心
教
行
枢
機
事

総
在
一
念
別
分
色
心
一
念
三
千
事

鏡
像
円
融
韓
日

如
意
珠
鵬
首

海
水
警

体
内
体
外
権
実
不
同
事

金
網
集
抄
出
の
当
体
義
抄
に
つ
い
て
ハ
中
傑
〉

一O
六

三一

O

一一一一一一一
三
一
五

一
一
六

三
一
七
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一一一一一一
二
六

＝
一
二
七

一一一一一一一
三
三
八



金
網
集
抄
出
の
当
体
議
抄
に
つ
い
て
（
中
保
）

性
相
二
空
事

三
四

O

付

一
大
事
因
縁
即
円
融
三
諦
事

三
四
一

当
体
蓮
華
事

三
四
三

奥
書

三
四
八

ー

l
遺
文
と
の
共
通
部
分

l
l

「
禅
見
聞
」
と
宗
祖
遺
文
と
の
関
連
に
つ
い
て
い
え
ば
、
表
（
E
）
の
（
イ
〉
に
い
う
『
聖
愚
問
答
抄
』
ハ
下
〉
と
『
聖
密
房
御
書
』
、

《

T
V

そ
れ
に
ハ
ロ
）
に
示
し
た
ご
と
く
先
に
い
う
八
当
体
蓮
華
事
〉
か
ら
の
抄
出
の
『
当
体
義
抄
』
等
に
共
通
す
る
部
分
が
見
ら
れ
る
。

表
（
E〉

金
網
集
「
禅
見
聞
」
と
遺
文
と
共
通
す
る
部
分

( '96 ) 

〈イ〉

同

二
九
六
頁

『
聖
愚
問
答
抄
』

定
遺

＝
一
七
二
頁

〈
金
綱
集
〉

rヘ
遺

文

・
宗
金
一
四
巻

二
九
四
；
二
九
五
頁

同

三
七
一

i
三
七
二
頁

同

三
二
一

1
三
二
二
頁

『
聖
密
房
御
書
』

八
二
二

i
八
二
四
頁

ハロ）

金
網
集
《
禅
宗
理
体
事
》

〈
当
体
蓮
華
事
〉

『
当
体
義
抄
』

宗
全
一
四
巻

三
四
四
頁

定
遺

七
五
七

3
七
五
八
頁



本
有
常
住
也
、
覚
不
覚
無
明
法
性
左
右
也
、
是
憩
修
多
羅
了
義

経
云
、

一
切
衆
生
無
始
幻
無
明
、
皆
従
如
来
円
覚
心
建
立
云
云
、

如
来
無
明
法
性
無
住
一
体
実
理
証
故
、
無
明
即
法
性
無
明
無
住

所
、
法
性
即
無
明
法
性
無
住
所
、
無
明
与
法
性
全
体
一
而
二
也
、

二
而
一
也
、
出
制
到
可
制
捌
劇
劉
樹
剥
制
倒
凶
劇
謝
創
出
削
刻
作

無
明
云
云
、
妙
楽
云
、
理
性
無
体
全
依
無
明
、
無
明
無
体
全
依
法

倒
釈
、
釈
論
且
佳
之
、
正
如
来
金
言
敢
闘

云
、
心
仏
及
衆
生
是

三
無
差
別
、
文
在
繭
前
、
意
法
華
経
物
也
、

j

i
－－・：：

：
：
・
〈
中
略
〉
：
・

三
四
五
頁

ガ
割
司
州
与
無
明
無
異
無
別
、
如
是
知
者
是
名
中
道
到
司
｛
副

：
：
宗
全
一
四
巻

岳
云
心
体
具
足
染
浄
二
性
、
性
無
異
相
一
味
平
等
云
云
、
華
厳
説

是
三
世
無
差
別
、
法
華
経
宣
諸
法
実
相
、
：

ハ
中
略
〉

金
網
集
抄
出
の
当
体
義
抄
に
つ
い
て
〈
中
傑
〉

捨
悪
迷
無
明
普
悟
法
性
可
為
本
也
。
大
円
覚
修
多

一
切
諸
衆
生
無
始
幻
無
明
皆
従
諸
如
来
円
覚
心
建

立
云
云
。
天
台
大
師
出
割
司
剥
捌
剣
劇
刻
矧
剖
倒
q
凶
劇
謝
故

法
性
変
作
無
明
云
云
。
妙
楽
大
師
釈
云

如
是
得
意
者

羅
了
義
経
云

理
性
無
体
全
依
無
明
。

無
明
無
体
全
依
法
性
云
云
。
無
明
所
断
迷

法
性
所
証
理
也
。
何

体
一
也
云
乎
云
不
審
以
此
等
文
義
可
得
意
也
。
大
論
九
十
五
夢
普

天
台
一
家
玉
響
誠
面
白
思
也
。
正
無
明
法
性
其
体
一
也
云
証
拠
法

是
法
住
法
位
世
間
相
常
住
云
云
。
大
論
云
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華
経
云

明
与
無
明

無
呉
無
別
。
如
是
知
者
是
名
中
道
云
云
。
但
真
如
妙
理
有
染
浄
二

法
云
事
証
文
雌
多
之
華
厳
経
云
心
仏
及
衆
生
是
三
無
差
別
文
与

法
華
経
諸
法
実
相
文
不
可
過
也
。
南
岳
大
師
云
心
体
具
足
染
浄

二
法
而
無
異
相
一
味
平
等
云
云
。
叉
明
鏡
響
真
実
一
二
也
。
委
如

大
乗
止
観
釈
。
叉
能
釈
鎖
六
云
三
千
在
理
同
名
無
明
三
千
果
成
威

称
常
楽
三
千
無
改
無
明
即
明
。
三
千
並
常
倶
体
倶
用
文
。
此
釈
分

明
也
。
問
一
切
衆
生
皆
悉
妙
法
蓮
華
経
当
体
者
如
我
等
愚
撰
閥
鈍

凡
夫
即
妙
法
当
体
也
乎
。
答
当
世
諸
人
難
多
之
不
出
二
人
。
調
樹



金
網
集
抄
出
の
当
体
議
抄
に
つ
い
て
ハ
中
傑
〉

：
：
宗
全
一
四
巻
三
四
六

i
三
四
七
頁

問
云
一
切
衆
生
十
界
依
正
二
報
、
妙
法
蓮
華
当
体
、
闘
鈍
愚
療
我

等
川
刻
、
岡
本
国
中
諸
宗
観
釧
剖
蓮
華
剖
側
、
断
可
．
成
似
事
相
劉

云
、
当
世
日
本
国
道
俗
四
輩
難
多
之
、
不
出
二
類
、
調
一
一
権
教
之

人
、
二
実
教
之
族
也
、
而
信
権
教
方
便
真
言
念
仏
禅
律
等
人
、
不

明
到
釧
制
組
割
当
倒
可
制
制
割
創
刈
1
馴
剖
倒
劃
割
也
、
t
割
剰
組

司
｜
副
剰
到
倒
対
剰
制
制
対
剰
刺
到
到
刻
、
｛
精
｜
習
司
剛
共

I
l
l－－

l
i
l
i－－

l
側・・
l
，．，，．，，’’｜
I
l
l
i－－
－

－

－

一
法
身
、
清
浄
妙
無
比
云
云
、
南
岳
大
師
云
修
行
法
華
経
者
、
此

一
心
一
学
衆
菓
普
備
、

果
一
時
具
足
、
是
名
一
乗
衆
生
之
義
云
云
、
此
等
文
法
華
円
頓
同

一
時
具
足
非
次
第
入
、
亦
如
蓮
華
一
華
衆

共
当
体
妙
法
蓮
華
経
、
：

体
。
信
実
教
法
華

一
切
衆
生
信
大
乗
故
名
大
乗
衆
生
文
。
南
岳
大
師
四
安
楽
行

期
制
制
組
制
到
．
品
供
E
．
お
如
剰
剛
剃
吋
凶
射
制
剤
釧
剰
比
称

妙
法
華
経
文
。
町
一
到

一玄－玄

修
行
法
華
経
者
此
一
心
一
学
衆
果
普
備

時
具
足
非
次
第
入
。
亦
如
蓮
華
一
華
衆
果
一
時
具
足
。
是
名
一
乗

〈
中
略
〉
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定
遺

七
五
九
頁

所
詮
妙
法
蓮
華
当
体
者
信
法
華
経
日
蓮
弟
子
檀
那
等
父
母
所
生
肉

身
是
也
。
南
岳
釈
云

一
切
衆
生
具
足
法
身
蔵
与
仏
一
無
有
異
。

父
母
所
生
清
浄
常
眼
耳
鼻
舌
身
意
亦
復
如
是
文
。

叉
云
問
云
仏
何
経
中
説
限
等
諸
根
名
為
如
来
。
答
云
大
強
制
組
組

中
衆
生
与
如
来
同
｜
剣
斗
剖
剃
淵
樹
釧
鮒
刷
称
妙
法
蓮
華
経
文
。
文

是
故
法
華
云

（注〉

I
l
l
l部
分
が
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
、
－
j
a
l
－
－
は
類
似
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
。
な
お

ω・
川
・
附
は
典
拠
不
明
で
あ
る
。

難
有
他
経
下
文
顕
己
通
得
引
用
也
。



同

当
体
義
抄
の
検
討

｜
｜
梗
概

l
l

『
当
体
義
抄
』

（
係
年
文
永
十
年
・
日
朝
本
〉
は
十
九
番
問
答
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
の
梗
概
は
、

一
切
の
万
有
悉
く
妙
法
蓮
華
の
当

体
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
、
特
に
法
華
経
を
修
行
す
る
回
避
の
弟
子
檀
那
の
当
体
こ
そ
妙
法
蓮
華
経
の
仏
で
あ
る
、
と
い
う
安
心
の
極
致

を
示
し
た
も
の
で
、
中
古
天
台
式
の
観
心
色
の
濃
い
当
体
蓮
華
義
で
、

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

『
法
華
玄
義
』
の
「
蓮
華
釈
」
に
説
く
そ
れ
と
異
な
っ
て
い
る
こ

－
｜
最
蓮
一
房
の
伝
と
十
二
篇
の
御
書
｜
｜

『
当
体
義
抄
』
の
対
合
衆
は
最
蓮
房
で
あ
る
。
最
蓮
房
は
京
の
人
で
、
天
台
の
学
僧
。
宗
祖
よ
り
先
に
何
ら
か
の
原
因
で
佐
渡
に
流
さ
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れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
佐
渡
で
宗
祖
に
値
遇
し
て
弟
子
と
な
り
、
日
浄
と
号
し
、
宗
祖
赦
免
後
の
建
治
元
年
に
赦
さ
れ
、
京
あ
る

い
は
身
延
に
帰
っ
た
と
い
う
。
虚
実
入
り
雑
り
未
詳
の
部
分
も
多
か
っ
た
が
、
現
今
で
は
実
在
の
人
物
で
あ
る
こ
と
が
定
説
と
な
っ
て
い

《

gv
る。

と
こ
ろ
で
、
昭
和
定
本
『
回
避
聖
人
遺
文
』

（
全
四
巻
〉
に
し
た
が
っ
て
、
明
ら
か
に
最
蓮
房
あ
て
の
御
書
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、

『
生
死
一
大
事
血
脈
抄
』

・
『
草
木
成
仏
口
決
』

・
『
最
蓮
一
房
御
返
事
』

『
得
受
職
人
功
徳
法
門
抄
』

・
『
祈
祷
経
送
状
』

『
諸
法

実
相
抄
』

・
『
当
体
義
抄
』

・
『
同
送
状
』

・
『
立
正
観
抄
』

・
『
同
送
状
』

・
『
当
体
蓮
華
抄
』

・
『
十
八
円
満
抄
』
の
十
二
鏑
で
あ

る
。
そ
し
て
、
誠
に
奇
異
に
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
十
二
鰭
中
、
真
蹟
の
現
存
・
曽
存
と
い
う
も
の
は
一
篇
だ
に
な
く
、

た
だ
『
祈
穏

経
送
状
』

・
『
当
体
義
抄
』

・
『
立
正
観
抄
』

・
『
同
送
状
』
に
抄
出
・
抄
写
・
古
写
本
等
が
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
他
の
門
弟

金
網
集
抄
出
の
当
体
議
抄
に
つ
い
て
ハ
中
傑
〉



金
網
集
抄
出
の
当
体
義
抄
に
つ
い
て
ハ
中
傑
〉

檀
越
に
比
し
て
、
短
期
間
に
相
当
量
の
遺
文
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
加
え
て
、
最
蓮
房
あ
て
御
書
は
そ
の
題
名
を
見
た

だ
け
で
も
血
脈
・
口
決
・
当
体
蓮
華
等
々
中
古
天
台
色
が
色
濃
川

ωv
誠
に
不
思
議
な
現
象
で
あ
る
。

l
l引
用
経
論
釈
の
検
討

l
l

宗
祖
の
弘
教
の
基
本
姿
勢
は
折
伏
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
教
学
の
大
き
な
特
色
の
一
つ
に
、
充
分
に
吟
味
さ
れ
た
経
論
釈
を
援

引
し
て
自
説
の
援
証
と
す
る
文
証
主
義
が
あ
る
。

し
か
ら
ば
、
今
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、

一
つ
の
試
み
で
あ
る
が
、
十
九
番
問
答
か
ら
成
る
『
当
体
義
抄
』
に
は
幸
い
経
論
釈
が
縦
横
に

引
用
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
引
用
経
論
釈
の
吟
味
に
問
題
を
絞
り
、
少
し
く
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
こ
こ
で
『
当
体
義

抄
』
中
の
引
用
経
論
釈
に
つ
い
て
、
そ
の
出
典
を
含
め
具
さ
に
検
討
・
対
照
す
べ
き
で
あ
る
う
が
、

紙
巾
の
都
合
で
省
く
。

た
だ
し
、

( 100) 

『
当
体
義
抄
』
中
に
引
用
さ
れ
る
経
論
釈
の
出
典
名
を
挙
げ
る
と
、

『
法
華
経
』
・
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
』
・
『
無
量
義
経
』

『
華
厳
経
』

・
『
妙
法
蓮
華
経
憂
婆
提
舎
』

『
法
華
経
安
楽
行
義
』
、
現
在
欠
本
で
は
あ
る
が
『
注
法
華
経
』
に
よ
っ
て
明
白
な
南
岳

の
『
法
華
俄
法
』
、

『
大
宝
積
経
論
』

『
金
剛
錦
』

・
『
法
華
三
昧
餓
儀
』
・
『
玄
義
』
・
『
文
句
』
・
『
止
観
』
・
『
大
乗
止
観
法
門
』

・
『
釈
銭
』

『
弘
決
』

『
文
句
記
』

『
法
華
伝
記
』
・
『
守
護
国
界
章
』
・
『
註
無
量
義
経
』
等
々
の
典
籍
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
引
用
経
論
釈
の
出
典
等
の
確
認
の
出
来
る
も
の
は
一
応
首
肯
し
て
も
い
い
と
思
う
が
、
そ
の
確
認
の
出
来
ぬ
も
の
が
幾
っ
か

あ
る
。
よ
っ
て
、
今
そ
れ
ら
を
掲
げ
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

〈
a
〉
大
論
．
－

R
弘
主
無
明
－
仇
異
倶
別
o

如
ν是
紙
，
者
是
正
－
中
山
唯
一
云
云
。
〈
定
遺
七
五
八
頁
〉

ハ

nv

こ
の
文
は
『
大
論
』
に
は
な
い
。
た
だ
し
、
『
大
宝
積
経
論
』
巻
第
三
に
全
同
の
文
が
見
ら
れ
る
。
金
網
集
に
も
同
文
（

llω
参
照
〉

あ
り
で
あ
る
。



〈b
〉
浬
梁
経
云

一
切
衆
生
信
－
－
大
乗
－
故
名
－
－
大
乗
衆
生
－
文
。

（
定
遺
七
五
八
頁
〉

大
蔵
経
の
南
北
両
本
中
の
『
浬
柴
経
』
に
は
見
当
ら
な
い
。
な
お
同
文
〈

l
l川
参
照
〉
が
金
綱
集
に
あ
る
。

品
・

ν
テ

ナ

ル

ヲ

且

ト

（
C
〉
南
岳
大
師
四
安
楽
行
云
大
強
精
進
経
云
衆
生
与
＝
如
来
日
同
共
一
法
身
清
浄
妙
無
比
称
コ
妙
法
華
経
－
文
。

（
定
遺
七
五
八
・

七
五
九
頁
〉

金
綱
集
も
引
く
こ
の
文
（
｜
｜
削
参
照
）
は
、
南
岳
の
『
法
華
経
安
楽
行
義
』
の
所
引
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、

義
』
中
に
い
う
『
大
強
精
進
経
』
は
、
蔵
経
目
録
中
に
そ
の
名
は
な
い
。
遺
文
注
釈
家
の
詮
索
に
よ
る
ザ

『
安
楽
行

「
議
掘
の
本
地
は
大
精
進
如

来
で
あ
り
、
そ
の
垂
迩
の
脅
掘
は
『
党
玉
、
驚
掘
摩
に
答
へ
て
云
く
、
汝
殺
人
を
現
ず
る
こ
と
、

一
千
に
一
を
欠
く
、
今
猶
放
を
見
る
に

強
梁
に
し
て
息
ま
ず
』
と
経
文
に
あ
る
。
そ
こ
で
南
岳
が
喬
掘
の
本
地
と
垂
迩
か
ら
推
し
て
、
驚
掘
経
を
大
強
精
進
経
と
い
わ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
き
す
れ
ば
、

「
大
強
精
進
経
ニ
云
ク
」
以
下
の
二
十
字
は
竺
法
護
訳
の
『
驚
掘
摩
経
』
中
に
該
当
す
る

( 101) 

文
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
に
見
当
た
ら
な
い
。
な
お
後
に
述
べ
る
が
、
か
か
る
一
文
を
以
て
『
扶
老
』

の
一
つ
の
大
き
な
根
拠
と
し
て
い
る
。

（d
〉
故
伝
教
大
師
云
一
心
妙
法
蓮
華
者
因
華
果
台
倶
時
増
長
当
体
蓮
華
。
三
周
各
各
有
＝
当
体
替
諭
－
。
総
一
経
皆
当
体
普
諭
。

別
有
－
－
七
饗
・
三
平
等
・
十
無
上
之
法
門
－
皆
有
＝
当
体
蓮
華
－
也
。
詮
－
－
此
理
－
教
名
為
＝
妙
法
蓮
華
経
二
云
云
。

の
日
好
は
『
当
体
義
抄
』
偽
書
説

ハ
定
遺
七
六

O

ー
七
六
一
頁
）

最
澄
の
『
守
護
国
界
島
の
中
巻
の
中
に
あ
っ
て
徳
一
へ
の
論
駁
の
文
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
後
の
文
は
『
守
護
章
』
の
文
の
引
用

で
あ
り
な
が
ら
、
中
程
の
「
当
体
蓮
華
」
以
下
の
傍
点
の
四
十
一
字
は
、
『
守
護
章
』
及
び
他
の
最
澄
の
文
の
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。

〈
e
〉
竜
樹
菩
薩
大
論
云
蓮
華
者
法
饗
並
挙
也
文
。

（
定
遺
七
六
四
頁
〉

金
網
集
抄
出
の
当
体
義
抄
に
つ
い
て
〈
中
傑
〉



金
綱
柴
抄
出
の
当
体
裁
抄
に
つ
い
て
〈
中
傑
〉

『
大
智
度
論
』
に
は
こ
の
文
は
な
い
。

る
。
こ
の
場
合
『
守
護
章
』
に
引
か
れ
る
『
釈
論
』
と
は
世
親
の
『
法
華
経
論
』
の
こ
と
で
あ
る
が
、
古
来
か
ら
『
釈
論
』
と
い
え
ば
一

し
か
し
、

こ
の
文
と
全
聞
の
も
の
が

『
守
護
艶
中
巻
の
中
に
「
釈
論
云
法
曹
並
挙
」
と
あ

般
に
『
大
論
』
の
こ
と
を
指
す
場
合
が
多
い
た
め
、

『
守
護
章
』
に
い
う
『
釈
論
』
を
『
大
論
』
と
誤
り
伝
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
考

え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
文
の
次
下
に
今
い
う
「
釈
論
云
法
響
並
挙
」
を
含
め
て
、

『
守
護
章
』
の
文
が
か
な
り
の
紙
面
を
割
い

て
引
用
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
。
と
す
る
と
、
『
守
護
章
』
の
本
来
の
意
と
し
て
は
、
『
妙
法
蓮
華
経
憂
婆
提
舎
』

ハ
法
華
経
論
・
釈
論
〉

を
指
す
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
か
な
る
訳
か
、
竜
樹
の
『
大
智
度
論
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
念
を
入
れ

て
「
竜
樹
菩
薩
大
論
云
」
と
あ
る
と
、
手
厳
し
い
い
い
方
に
な
ろ
う
が
、

ハ

uv

か
、
『
扶
老
』
の
日
好
な
ら
ず
と
も
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

〈

f
）
伝
教
大
師
最
後
臨
終
十
生
願
記
云
南
無
妙
法
蓮
華
経
云
云
。

単
な
る
書
写
段
階
で
の
ミ
ス
で
あ
る
と
片
付
け
て
い
い
も
の

（
定
遺
七
六
七
頁
〉

( 102) 

最
澄
の
著
と
い
わ
れ
る
『
十
生
願
記
』
に
唱
題
の
事
例
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
欝
は
現
在
一
切
不
明
で
あ

る。等
々
で
あ
る
。
現
在
の
写
本
段
階
に
は
か
か
る
問
題
が
残
る
。
文
証
主
義
を
標
携
す
る
宗
祖
の
弘
教
の
基
本
姿
勢
と
の
懸
隔
は
徴
々
で
あ

る
と
は
い
え
ぬ
よ
う
に
思
う
。

1
1
1真
偽
論

l
l

古
来
か
ら
『
当
体
義
抄
』
の
真
偽
説
が
如
何
に
喧
し
か
っ
た
か
は
、
例
え
ば
現
在
欠
本
で
は
あ
る
が
、
甘
露
院
日
泉
の
『
当
体
義
抄
真

《

mv

偽
弁
』
と
題
す
る
一
書
さ
え
あ
る
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
殊
に
『
扶
老
』
の
日
好
は
、
部
分
的
に
は
真
撰
な
り
と
認
め
る
も
の
の
、

大
部
分
は
後
人
の
添
加
に
な
れ
る
も
の
と
の
意
向
で
、
そ
の
論
旨
を
立
証
す
る
た
め
に
五
ケ
条
を
掲
げ
て
い
る
。
今
そ
の
一
部
を
紹
介
す



る
と
、

ご
が
強
精
進
事
不
審
・
－
－
－
－
－
－
一
一
守
護
安
静
魯
勢
へ
と
ト
亦
九
疑
ぬ
と
述
べ
て
い
る
o

な
お
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
先
に
少
し
く
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
一
方
、
こ
れ
ら
の
疑
難
を
一
掃
し
て
、
真
撰
説
を
主
張
す
る
学
者
も
あ
る
。
近
世
日
蓮
宗
学
の
大
成
者
優
陀
那
日
輝
は
、
そ
の
著

『
当
体
義
抄
略
要
』
に
お
い
て
、

『
扶
老
』
の
五
大
疑
難
に
対
し
て
逐
一
論
駁
を
加
え
て
、
真
撰
な
る
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
の
は
そ
の

代
表
的
な
も
の
で
あ
る
う
。制

む

す

び

に

如
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
金
網
集
「
禅
見
聞
」
と
『
当
体
義
抄
』
と
に
つ
い
て
、
殊
に
興
味
深
い
数
項
を
列
挙
し
む
す
び
と
す
る
。

ま
ず
、
金
網
集
「
禅
見
聞
」
と
『
当
体
義
抄
』
の
両
者
共
通
す
る
引
用
経
論
釈
の
中
、
そ
の
出
典
が
極
め
て
暖
昧
な
る
も
の
が
三
点
存

(103) 

在
し
て
い
る
。
表
（
E
）
の
ハ
ロ
）
の
傍
線
川
・

ω・
ωで
あ
る
が
、
こ
れ
ら
疑
問
三
点
は
、
日
向
か
ら
日
善
に
至
る
聞
の
書
写
上
の
誤

り
か
、
原
本
失
錯
が
転
移
し
て
そ
れ
に
及
ん
だ
も
の
か
、
取
意
か
、
そ
の
当
時
か
か
る
文
献
は
存
し
て
い
た
も
の
か
、
等
々
が
考
え
ら
れ

ょ
う
。
な
お
傍
線
川
の
「
精
進
経
云
云
」
の
件
な
ど
、

『
扶
老
』
の
指
摘
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、

一
個
の
興
味
あ
る
問
題
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
金
綱
集
は
信
頼
す
る
に
足
る
書
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
抄
出
の
あ
る
『
当
体
義
抄
』
を
真
撰
視
す
る
こ
と
は
当
然
出
来

な
い
。
ま
た
、
『
法
華
真
言
勝
劣
事
』
・
『
本
門
戒
体
抄
』
等
の
よ
う
に
、
金
網
集
を
底
本
と
し
て
成
っ
た
遺
文
で
あ
る
と
は
い
い
難
い
。

し
か
し
、
現
時
点
の
検
討
を
以
て
云
云
す
る
に
は
明
か
恒
慌
た
る
も
の
が
あ
る
が
、
誤
解
を
恐
れ
ず
一
歩
踏
み
込
ん
で
い
え
ば
、
金
網
集

の
文
が
『
当
体
義
抄
』
の
原
型
と
な
っ
た
と
見
ら
れ
な
く
も
な
い
。
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
に
、

『
当
体
義
抄
』
の
抄
出
先
で
あ
る
と
も
い
え
る
〈
当
体
蓮
華
事
〉
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
表

〈

I〉

の
ご
と
く
金
綱
集
で
は

金
網
集
抄
出
の
当
体
義
抄
に
つ
い
て
ハ
中
傑
）



八
当
体
漣
華
事
〉
は
、

金
網
集
抄
出
の
当
体
義
抄
に
つ
い
て
（
中
傑
〉

「
法
華
経
之
事
」

（
第
十
巻
上
・
下
〉
の
部
に
属
す
る
法
門
で
は
な
く
、

「
禅
見
聞
」
の
《
禅
宗
理
体
事
》
の
項

の
、
し
か
も
、
そ
の
九
の
細
目
の
中
の
一
細
目
で
あ
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
所
詮
、
日
蓮
教
学
の
正
系
で
は

な
く
傍
系
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
う
。
な
お
か
か
る
法
門
が
金
網
集
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
案
の
定
、
宗
祖
は
ご
存
知
で
あ
っ
た

《幻》

こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

以
上
、
論
ず
べ
き
多
く
の
点
を
残
す
が
、
紙
巾
の
都
合
上
省
略
し
、
後
日
を
期
し
た
く
思
う
。

ハ
1
〉

ハ
2
〉

拙
稿
「
金
網
集
の
一
考
察
」
〈
四
三
八
J
四
回

O
頁
『
日
道
教
団
の
諸
問
題
』
所
収
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

金
網
集
の
「
真
言
宗
見
聞
」
と
『
法
華
真
言
勝
劣
事
』
・
『
真
言
見
聞
』
の
二
番
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
身
延
山
短
期
大
学
恥
長
宮
崎
英
修
博

士
が
『
不
受
不
施
派
の
源
流
と
展
開
』
（
三
九
J
四
三
頁
）
に
詳
述
さ
れ
、
浅
井
円
道
先
生
は
金
綱
集
の
「
真
言
宗
見
聞
」
を
論
の
中
心
に
据
え

て
、
宗
祖
遺
文
・
金
網
集
・
『
法
華
問
答
正
義
抄
』
の
真
言
批
判
の
素
材
に
つ
い
て
の
対
比
を
「
金
網
集
と
法
華
問
答
正
義
抄
」
ハ
四
八
J
六
六

頁
『
大
崎
学
報
』
一
三
五
号
所
収
〉
に
論
究
さ
れ
て
い
る
。

前
掲
拙
稿
四
四
二
J
四
五

O
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

前
掲
拙
稿
四
四

O
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

浅
井
円
道
氏
前
掲
稿
四
六

1
四
七
頁
を
彦
照
さ
れ
た
い
。
な
お
「
な
い
」
と
は
強
い
表
現
で
あ
っ
て
、
実
際
は
宗
祖
に
あ
っ
て
は
、
か
か
る
知
識

は
所
有
さ
れ
て
い
た
が
、
お
そ
ら
く
意
識
的
に
で
あ
ろ
う
が
、
自
己
の
教
学
に
用
い
る
こ
と
は
な
る
べ
く
避
け
ら
れ
た
、
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ

う
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
ら
の
法
門
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
所
詮
正
系
の
回
避
教
学
と
は
い
い
難
く
、
傍
系
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
う
。

宗
全
一
四
巻
ハ
三
四
八
頁
）
の
「
奥
書
」
と
「
編
者
云
」
を
怠
照
さ
れ
た
い
。
内
容
項
目
に
つ
い
て
は
、
宗
全
一
四
巻
冒
頭
の
「
金
網
集
条
目
」

に
し
た
が
っ
た
。
な
お
日
韓
の
伝
等
に
つ
い
て
は
『
日
蓮
宗
事
典
』
六
一
九

t
六
ニ

O
頁
を
往
見
さ
れ
た
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
遺
文
の
脚
注
部
分
に
そ
の
同
異
に
つ
い
て
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

『
日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
ハ
歴
史
篇
〉
』
七
九
九
頁
、
『
日
蓮
宗
事
典
』
二
八
一
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

拙
稿
「
最
蓮
房
あ
て
御
脅
の
一
考
察
」
（
九
一

J
九
三
頁
『
棲
神
』
五
三
号
所
収
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

前
掲
拙
稿
「
最
蓮
房
あ
て
御
書
の
一
考
察
」
九
三

t
九
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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ハロ）
ハロ〉

大
正
蔵
経
二
六
巻
一
二
八
頁
ハ
下
）

大
正
蔵
経
四
六
巻
六
九
九
頁
ハ
下
）
に
「
大
強
精
進
経
」
と
あ
り
、
七

O
O頁
〈
上
〉
に
「
衆
生
与
如
来
。
同
共
一
法
身
。
消
浄
無
比
。
称
妙
法

華
経
」
と
あ
る
。

『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
』
八
巻
〈
二
七
一
頁
・
二
八
三
頁
〉
、
『
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
講
議
』
一
二
巻
（
二
七
一
頁
〉
と
、
『
録
内
啓
蒙
』
下

巻
（
五

O
九
頁
〈
下
〉
『
日
蓮
宗
全
書
』
所
収
〉
、
『
録
内
拾
遺
』
（
二
六
八
J
二
六
九
頁
『
日
蓮
宗
全
書
』
所
収
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

註
ハ
叩
〉
参
照
。

伝
全
二
巻
三
九
八
真
、
『
法
華
去
惑
』
（
伝
全
二
巻
五
六
頁
〉
に
も
同
文
が
あ
る
。
今
は
『
守
護
軍
』
を
以
て
代
表
と
す
る
。
な
お
宗
祖
の
遺
文

に
『
法
華
去
惑
』
か
ら
の
引
文
が
な
い
の
は
、
『
守
護
章
』
中
巻
と
同
文
で
あ
る
為
で
あ
ろ
う
。

註
（
店
〉
参
照
。

註
（
叩
）
参
照
。

『
日
蓮
宗
々
学
章
疏
目
録
』
二
四
五
頁
参
照
。

『
録
内
扶
老
』
〈
六
四
六
頁
『
日
蓮
宗
全
書
』
所
収
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
充
治
圏
全
集
』
ニ
筋
（
四
七
一

J
四
九

O
頁
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

註
（
5
〉
参
照
。

( 105) 

〈臼〉
ハ
M
〉

ハ時〉
（時〉
ハロ〉
ハ時〉
（印〉
（却〉
〈幻）

な
お
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
は
定
遣
、

と
そ
れ
ぞ
れ
略
称
し
た
。

『
日
蓮
宗
々
学
全
書
』
は
宗
全
、

『
大
正
新
術
大
蔵
経
』
は
大
正
蔵
経
、

『
伝
教
大
師
全
集
』
は
伝
全
、

金
網
集
抄
出
の
当
体
義
抄
に
つ
い
て
ハ
中
傑
〉


